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温室効果ガス吸収プロジェクト申請書別紙
モニタリングプラン　第2版　2009.09.09改訂

Ｉ. 純吸収量で考慮する温室効果ガス排出・吸収活動（方法論項目3）

吸収源（炭素プール） 吸収活動の説明 プロジェクト吸収量 温室効果ガス 備考

地上部バイオマス
間伐の実施により、追加的に地上部バイオマ
スが蓄積される。

CO2

地下部バイオマス
間伐の実施により、追加的に地下部バイオマ
スが蓄積される。

CO2

排出源 排出活動の説明 プロジェクト排出量 温室効果ガス 備考

該当なし 該当なし 該当なし

※　欄が足りない場合には追加して記入すること。

資料2の通り(地上部バイオマスと地下
部バイオマスを合計して表示)

プロジェクト吸収量・排出量
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Ⅱ. 算定式　（方法論項目5）

4.　純吸収量の算定　※下記5-1から6-1に基づき、プロジェクトによる純吸収量を算定し、値を記入する。

⊿Ctotal =⊿CFM - ⊿CBase

　⊿Ctotal 人為的純吸収量（t-CO₂/year）

　⊿CFM 森林経営活動(間伐)に基づく、年間のCO₂吸収量（t-CO₂/year）

　⊿CBase 森林経営（間伐）対象地のベースラインCO2吸収量（t-CO₂/year）

5－1. 吸収量（地上部バイオマス）の算定　※方法論を参照し、以下に吸収量の算定式及び値を記入する。

⊿CAG= Σ⊿CAG,i=Σ (AreaForest,i×⊿TrunkSC,i×BEFi×WDi×CF×44/12)

　⊿CAG,i 森林経営活動（間伐）に基づく、階層i における地上部バイオマス中の年間CO₂ 吸収量（t-CO2/年)

　AreaForest,i 階層i において森林経営活動（間伐）が実施された森林面積（ha）

　⊿Trunksc,i 収穫予想表等に基づく、階層i における単位面積当たりの幹材積の年間成長量（m
3
/ha/年）

　BEFi 階層i における幹材積の成長量に枝葉の成長量を加算補正するための係数

　WDi 階層i における成長量（材積）をバイオマス（乾燥重量）に換算するための係数（t/m
3
）

　CF                   樹木の乾燥重量から炭素量に換算するための炭素比率（0.5）

　i 1, 2, 3, …プロジェクト実施対象地における階層（地形、植栽樹種等の森林成長量に関する層： 地位級） 

5－2.吸収量（地下部バイオマス）の算定　※方法論を参照し、以下に吸収量の算定式及び値を記入する。

⊿CBG= Σ⊿CBG,i=Σ(⊿CAG,I × Rratio,i )

　⊿CBG,i 森林経営活動（間伐）に基づく、階層i における地下部バイオマス中の年間CO2 吸収量（t-CO2/年）

　Rratio,i 階層i における地上部バイオマス中の年間CO2 吸収量に、地下部（根）を加算補正するための係数

　i                       1, 2, 3, …プロジェクト実施対象地における階層（地形、植栽樹種等の森林成長量に関する層： 地位級） 

6.　ベースライン吸収量の算定　※方法論を参照し、以下にプロジェクト排出量の算定式及び値を記入する。

7.　プロジェクト排出量の算定　※方法論を参照し、以下にプロジェクト排出量の算定式及び値を記入する。

※欄が足りない場合は適宜欄を追加して記入すること。

　該当なし

　ベースライン吸収量はゼロ

　該当なし

年度 2008 2009 2010 2011 2012 計

①羽鳥山林(⊿CTOTAL) 55.4 65.1 80.7 83.6 81.2 365.9

②日影山林(⊿CTOTAL) 27.6 40.7 53.8 66.8 79.9 268.8

年度 2008 2009 2010 2011 2012 計

①羽鳥山林( ⊿CAG ) 44.3 52.0 64.5 66.8 64.8 292.3

②日影山山林( ⊿CAG ) 21.9 32.3 42.7 53.0 63.4 213.3

年度 2008 2009 2010 2011 2012 計

①羽鳥山林( ⊿CBG ) 11.1 13.1 16.2 16.8 16.3 73.5

②日影山山林( ⊿CBG ) 5.7 8.4 11.1 13.8 16.5 55.5
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Ⅲ. モニタリング詳細－活動量－（方法論項目５）

モニタリング
ポイントの番
号
（間伐等の森
林施業を実
施したサイト
の通し番号）
を記入

モニタリング
ポイントの番
号に対応する
小班名を記
入（同一小班
名は識別可
能な方法で
記述）

方法論に
記載されて
いるパラ
メータを記
入

モニタリン
グ対象とな
る活動量の
説明

測定方法・データ把握
方法を記入
（モニタリング方法ガイ
ドラインにあるパターン
から選択）

事業者自ら実測を行う場合、具
体的な測定方法を記入
（記入された測定方法により、
第三者が同じ調査を実施できる
よう詳細情報を記入のこと）

測定頻度
を記入

モニタリング
方法ガイドラ
インを参照
し、測定機器
のキャリブ
レーションを
行ったか、ま
た、行うかを
チェックする

キャリブレー
ション実施・
予定日

想定吸収量
の算定に使
用した値を記
入(ha)

特筆すべき事項があれば
記入
※2012年時の林齢

羽鳥-4 42林班 AreaForest 間伐面積 実測（森林測量）に基づく
間伐を実施した領域ごとに、コ
ンパス測量を実施

モニタリン
グ時に１回

コンパスの点
検を実施

毎年１回点
検を実施

2 60

羽鳥-5 42林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 28

羽鳥-6 42林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 60

羽鳥-7 42林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 28

羽鳥-8 42林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 60

羽鳥-9 42林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 0.9 28

羽鳥-10 42林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 60

羽鳥-11 42林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 1.1 28

羽鳥-12 42林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 60

羽鳥-13 42林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 60

日影山-7 54林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 4 39

日影山-8 54林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 4 45

日影山-9 54林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 4 45

日影山-10 54林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 4 45

日影山-11 54林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 4 45

日影山-12 54林班 AreaForest 同上 同上 同上 同上 同上 同上 4 45

備考測定頻度
モニタリング
ポイントNo.

測定方法
（モニタリングパター

ン）

計画値
［単位］

パラメータ
測定機器
の確認

測定方法の詳細小班名
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Ⅲ. モニタリング詳細－各種係数－（方法論項目5）

モニタリング
ポイントの番
号
（間伐等の森
林施業を実
施したサイト
の通し番号）
を記入

モニタリング
ポイントの番
号に対応す
る小班名を記
入（同一小班
名は識別可
能な方法で
記述）

各種係数
に対応す
る樹種名
を記入

方法論に
記載されて
いるパラ
メータを記
入

モニタリン
グ対象とな
るパラメー
タの説明

測定方法・データ把握
方法を記入
（モニタリング方法ガイ
ドラインにあるパターン
から選択）

パラメータを引用する場合は、
詳細資料をⅦ 備考に添付する
こと
事業者自ら実測を行う場合は、
具体的な測定方法を記入する
こと
（記入された測定方法により、
第三者が同じ調査を実施でき
るよう詳細情報を記入のこと）

測定頻度
を記入

モニタリング
方法ガイドラ
インを参照
し、測定機器
のキャリブ
レーションを
行ったか、ま
た、行うかを
チェックする

キャリブレー
ション実施・
予定日

想定吸収量
の算定に使
用した値を記
入

特筆すべき事項
があれば記入

※2012年時の林
齢

羽鳥-4 42林班 その他広葉樹 BEF 拡大係数

「京都議定書3条3及び
4の下でのLULUCF 活
動の補足情報に関する
報告書」より

左記資料を用い樹種・林齢から
適切な数値を選択

モニタリング
時に１回

不要 1.26 60

羽鳥-5 42林班 スギ BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.23 28

羽鳥-6 42林班 その他広葉樹 BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.26 60

羽鳥-7 42林班 スギ BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.23 28

羽鳥-8 42林班 その他広葉樹 BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.26 60

羽鳥-9 42林班 スギ BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.23 28

羽鳥-10 42林班 その他広葉樹 BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.26 60

羽鳥-11 42林班 スギ BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.23 28

羽鳥-12 42林班 その他広葉樹 BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.26 60

羽鳥-13 42林班 その他広葉樹 BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.26 60

日影山-7 54林班 その他広葉樹 BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.26 39

日影山-8 54林班 その他広葉樹 BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.26 45

日影山-9 54林班 その他広葉樹 BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.26 45

日影山-10 54林班 その他広葉樹 BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.26 45

日影山-11 54林班 その他広葉樹 BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.26 45

日影山-12 54林班 その他広葉樹 BEF 同上 同上 同上 同上 同上 1.26 45

モニタリング
ポイントNo

測定方法
（モニタリングパター

ン）
パラメータ小班名 樹種 測定方法の詳細 備考

測定機器
の確認

測定頻度
計画値
［単位］

4-1
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Ⅲ. モニタリング詳細－各種係数－（方法論項目5）

モニタリング
ポイントの番
号
（間伐等の森
林施業を実
施したサイト
の通し番号）
を記入

モニタリング
ポイントの番
号に対応す
る小班名を記
入（同一小班
名は識別可
能な方法で
記述）

各種係数
に対応す
る樹種名
を記入

方法論に
記載されて
いるパラ
メータを記
入

モニタリン
グ対象とな
るパラメー
タの説明

測定方法・データ把握
方法を記入
（モニタリング方法ガイ
ドラインにあるパターン
から選択）

パラメータを引用する場合は、
詳細資料をⅦ 備考に添付する
こと
事業者自ら実測を行う場合は、
具体的な測定方法を記入する
こと
（記入された測定方法により、
第三者が同じ調査を実施でき
るよう詳細情報を記入のこと）

測定頻度
を記入

モニタリング
方法ガイドラ
インを参照
し、測定機器
のキャリブ
レーションを
行ったか、ま
た、行うかを
チェックする

キャリブレー
ション実施・
予定日

想定吸収量
の算定に使
用した値を記
入

特筆すべき事項
があれば記入
※2012年時の林
齢

羽鳥-4 42林班 その他広葉樹 WD 容積密度

「京都議定書3条3及び
4の下でのLULUCF 活
動の補足情報に関する
報告書」より

左記資料を用い樹種・林齢から
適切な数値を選択

モニタリング
時に１回

不要 0.624 60

羽鳥-5 42林班 スギ WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.314 28

羽鳥-6 42林班 その他広葉樹 WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.624 60

羽鳥-7 42林班 スギ WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.314 28

羽鳥-8 42林班 その他広葉樹 WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.624 60

羽鳥-9 42林班 スギ WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.314 28

羽鳥-10 42林班 その他広葉樹 WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.624 60

羽鳥-11 42林班 スギ WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.314 28

羽鳥-12 42林班 その他広葉樹 WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.624 60

羽鳥-13 42林班 その他広葉樹 WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.624 60

日影山-7 54林班 その他広葉樹 WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.624 39

日影山-8 54林班 その他広葉樹 WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.624 45

日影山-9 54林班 その他広葉樹 WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.624 45

日影山-10 54林班 その他広葉樹 WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.624 45

日影山-11 54林班 その他広葉樹 WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.624 45

日影山-12 54林班 その他広葉樹 WD 同上 同上 同上 同上 同上 0.624 45

測定方法の詳細 備考
測定機器
の確認

測定頻度
計画値
［単位］

モニタリング
ポイントNo

測定方法
（モニタリングパター

ン）
パラメータ小班名 樹種

4-2
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Ⅲ. モニタリング詳細－各種係数－（方法論項目5）

モニタリング
ポイントの番
号
（間伐等の森
林施業を実
施したサイト
の通し番号）
を記入

モニタリング
ポイントの番
号に対応す
る小班名を記
入（同一小班
名は識別可
能な方法で
記述）

各種係数
に対応す
る樹種名
を記入

方法論に
記載されて
いるパラ
メータを記
入

モニタリン
グ対象とな
るパラメー
タの説明

測定方法・データ把握
方法を記入
（モニタリング方法ガイ
ドラインにあるパターン
から選択）

パラメータを引用する場合は、
詳細資料をⅦ 備考に添付する
こと
事業者自ら実測を行う場合は、
具体的な測定方法を記入する
こと
（記入された測定方法により、
第三者が同じ調査を実施でき
るよう詳細情報を記入のこと）

測定頻度
を記入

モニタリング
方法ガイドラ
インを参照
し、測定機器
のキャリブ
レーションを
行ったか、ま
た、行うかを
チェックする

キャリブレー
ション実施・
予定日

想定吸収量
の算定に使
用した値を記
入

特筆すべき事項
があれば記入
※2012年時の林
齢

羽鳥-4 42林班 その他広葉樹 Rratio

地上部に対
する地下部
の比率

「京都議定書3条3及び
4の下でのLULUCF 活
動の補足情報に関する
報告書」より

左記資料を用い樹種・林齢から
適切な数値を選択

モニタリング
時に１回

不要 0.26 60

羽鳥-5 42林班 スギ Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.25 28

羽鳥-6 42林班 その他広葉樹 Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.26 60

羽鳥-7 42林班 スギ Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.25 28

羽鳥-8 42林班 その他広葉樹 Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.26 60

羽鳥-9 42林班 スギ Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.25 28

羽鳥-10 42林班 その他広葉樹 Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.26 60

羽鳥-11 42林班 スギ Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.25 28

羽鳥-12 42林班 その他広葉樹 Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.26 60

羽鳥-13 42林班 その他広葉樹 Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.26 60

日影山-7 54林班 その他広葉樹 Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.26 39

日影山-8 54林班 その他広葉樹 Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.26 45

日影山-9 54林班 その他広葉樹 Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.26 45

日影山-10 54林班 その他広葉樹 Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.26 45

日影山-11 54林班 その他広葉樹 Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.26 45

日影山-12 54林班 その他広葉樹 Rratio 同上 同上 同上 同上 同上 0.26 45

モニタリング
ポイントNo

測定方法
（モニタリングパター

ン）
パラメータ小班名 樹種 測定方法の詳細 備考

測定機器
の確認

測定頻度
計画値
［単位］

4-3
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モニタリングプラン　第2版　2009.09.09改訂

Ⅲ. モニタリング詳細－各種係数－（方法論項目5）

モニタリング
ポイントの番
号
（間伐等の森
林施業を実施
したサイトの
通し番号）を
記入

モニタリング
ポイントの番
号に対応する
小班名を記入
（同一小班名
は識別可能
な方法で記
述）

各種係数
に対応す
る樹種名
を記入

方法論に記
載されてい
るパラメー
タを記入

モニタリン
グ対象とな
るパラメー
タの説明

測定方法・データ把握
方法を記入
（モニタリング方法ガイド
ラインにあるパターンか
ら選択）

パラメータを引用する場合は、
詳細資料をⅦ 備考に添付する
こと
事業者自ら実測を行う場合は、
具体的な測定方法を記入するこ
と
（記入された測定方法により、第
三者が同じ調査を実施できるよ
う詳細情報を記入のこと）

測定頻度
を記入

モニタリング
方法ガイドラ
インを参照
し、測定機器
のキャリブ
レーションを
行ったか、ま
た、行うかを
チェックする

キャリブレー
ション実施・
予定日

想定吸収量
の算定に使
用した値を記
入　　　　＊２
０１２年度の
数字を用いて
いる。

特筆すべき事項が
あれば記入
※2012年時の林
齢

羽鳥-4 42林班 その他広葉樹 ⊿Trunksc,i

単位面積当
たりの幹材
積の年間成
長量
（m3/ha/年)

文献・資料に基づく方法 福島県林分材積表
モニタリン
グ時に１回

不要 0.8 60

羽鳥-5 42林班 スギ ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 12 28

羽鳥-6 42林班 その他広葉樹 ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 0.8 60

羽鳥-7 42林班 スギ ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 12 28

羽鳥-8 42林班 その他広葉樹 ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 0.8 60

羽鳥-9 42林班 スギ ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 12 28

羽鳥-10 42林班 その他広葉樹 ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 0.8 60

羽鳥-11 42林班 スギ ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 12 28

羽鳥-12 42林班 その他広葉樹 ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 0.8 60

羽鳥-13 42林班 その他広葉樹 ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 0.8 60

日影山-7 54林班 その他広葉樹 ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 2 39

日影山-8 54林班 その他広葉樹 ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 1.8 45

日影山-9 54林班 その他広葉樹 ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 1.8 45

日影山-10 54林班 その他広葉樹 ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 1.8 45

日影山-11 54林班 その他広葉樹 ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 1.8 45

日影山-12 54林班 その他広葉樹 ⊿Trunksc,i 同上 同上 同上 同上 同上 1.8 45

測定方法の詳細 備考
測定機器
の確認

測定頻度
計画値
［単位］

モニタリング
ポイントNo

測定方法
（モニタリングパター

ン）
パラメータ小班名 樹種
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Ⅲ. モニタリング詳細－各種係数－（方法論項目5）

モニタリング
ポイントの番
号
（間伐等の森
林施業を実
施したサイト
の通し番号）
を記入

モニタリング
ポイントの番
号に対応す
る小班名を記
入（同一小班
名は識別可
能な方法で
記述）

各種係数
に対応す
る樹種名
を記入

方法論に
記載されて
いるパラ
メータを記
入

モニタリン
グ対象とな
るパラメー
タの説明

測定方法・データ把握
方法を記入
（モニタリング方法ガイ
ドラインにあるパターン
から選択）

パラメータを引用する場合は、
詳細資料をⅦ 備考に添付する
こと
事業者自ら実測を行う場合は、
具体的な測定方法を記入する
こと
（記入された測定方法により、
第三者が同じ調査を実施でき
るよう詳細情報を記入のこと）

測定頻度
を記入

モニタリング
方法ガイドラ
インを参照
し、測定機器
のキャリブ
レーションを
行ったか、ま
た、行うかを
チェックする

キャリブレー
ション実施・
予定日

想定吸収量
の算定に使
用した値を記
入

特筆すべき事項
があれば記入

羽鳥-4 42林班 その他広葉樹 地位級
対象森林
の成長量に
関する階層

プロット調査により平均
樹高（または上層樹高）
を算定し、地位級を特
定

プロット調査（モニタリング方法
ガイドラインに準拠）を実施し、
収穫予想表と照合

モニタリング
時に１回

測高機器の
点検を行う

毎年１回点
検を実施

2 プロットB（羽鳥）

羽鳥-5 42林班 スギ 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットA（羽鳥）

羽鳥-6 42林班 その他広葉樹 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットB（羽鳥）

羽鳥-7 42林班 スギ 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットA（羽鳥）

羽鳥-8 42林班 その他広葉樹 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットB（羽鳥）

羽鳥-9 42林班 スギ 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットA（羽鳥）

羽鳥-10 42林班 その他広葉樹 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットB（羽鳥）

羽鳥-11 42林班 スギ 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットA（羽鳥）

羽鳥-12 42林班 その他広葉樹 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットB（羽鳥）

羽鳥-13 42林班 その他広葉樹 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットB（羽鳥）

日影山-7 54林班 その他広葉樹 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットC（日影山）

日影山-8 54林班 その他広葉樹 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットC（日影山）

日影山-9 54林班 その他広葉樹 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットC（日影山）

日影山-10 54林班 その他広葉樹 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットC（日影山）

日影山-11 54林班 その他広葉樹 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットC（日影山）

日影山-12 54林班 その他広葉樹 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 2 プロットC（日影山）

測定方法の詳細 備考
測定機器
の確認

測定頻度
計画値
［単位］

モニタリング
ポイントNo

測定方法
（モニタリングパター

ン）
パラメータ小班名 樹種
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Ⅳ. モニタリング体制図

モニタリング体制図を以下に記載すること。

●施業計画の立案・実施

【吸収量算定責任者】
鹿島建設・環境本部地球環境室　室長
　■算定内容確認
　■モニタリング報告書の承認

【データ測定者】
　（委託先）本業務担当者
　■データ測定・記録作成
　　（面積測量、毎木調査）
　■計測機器の点検

【データ測定者】
　（委託先）本業務担当者
　■データ測定・記録作成
　　（面積測量、毎木調査）
　■計測機器の点検

【内部監査員】
鹿島建設・環境本部
（本プロジェクト担当以外の者）

【測定データ確認者】
かたばみ興業・山林部　本業務担当者
　■測定データ確認・記録確認
　■記録の一次保存

【吸収量算定・モニタリング報告書作成者】
鹿島建設・環境本部地球環境室　担当者
　■吸収量算定
　■モニタリング報告書作成
　■記録の保管・保存

羽鳥山林 日影山山林

●施業計画の承認
　（施業については鹿島建設・総務部管財室の承認も必要）
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Ⅴ. 品質保証（QA）及び品質管理（QC）

※独自の様式や手順書等を作成している場合には本様式に添付しても良い。

品質保証及び品質管理に資する取り組みについては、以下の事項を行うものとする。

（1）教育・訓練
　吸収量算定・モニタリング報告書作成者が、モニタリング手順書（モニタリング体制、手順、測定機器の点検、報
告の作成等）を作成し、測定データ確認者に対して教育を行い、更に測定データ確認者がデータ測定委託先に対
し教育を行う。本教育の実施は、原則として毎年度その年の施業方針を決定する時期（施業前）に現地で行うも
のとする。

（2）情報管理
　記録の保管は、原則として体制図に示されるそれぞれの担当がそれぞれのレベルで行うものとするが、最終的
な保存は、紙ベースの記録は全てpdf化し、鹿島建設・環境本部地球環境室がバックアップ機能のある社内サー
バーにて保管するものとする。記録の保管は、原則１０年とする。
　吸収量の算定は、計算がトレースできるようにワークシート等で行うこととし、検証機関等が確認できるようにモ
ニタリング記録とあわせて保存する。

（3）データの確認
　測定データの確認：測定者が自己チェックを行い、更に測定データ確認者が実施
　吸収量算定の確認：算定者が自己チェックを行い、更に吸収量算定責任者が実施
　　上記は、毎年施業実施後に行うものとし、確認した旨をモニタリング手順書に定める方法で記録する。

（4）内部監査
　内部監査員は、鹿島建設・環境本部において本プロジェクトの直接の担当とならない者の中から適任者を選定
し、モニタリング手順書に従ったモニタリングと吸収量算定が実施されているか外部審査を実施する前に実施す
る。

（5）測定機器の維持・管理
　測定機器の維持・管理は、データ測定者がそれぞれの機器の取り扱い説明書に基づいて年１回以上使用前に
実施するものとする。

森林管理方法（定期的な林況チェック等）、施業効率の改善（教育・訓練）、機器の点検、及び成長量に関する
データ管理の仕組みや手順（QA及びQC）について以下に記載すること。
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値（ha） 不確実性 値 不確実性 値 不確実性 値 不確実性 値 不確実性 値（m3/年） 不確実性
モニタリン
グポイント
の番号
（間伐等の
森林施業を
実施したサ
イトの通し
番号）を記

モニタリン
グポイント
の番号に対
応する小班
名を記入
（同一小班
名は識別可
能な方法で

植栽され
ている樹
種名を記
入

申請対象と
なる小班の
面積を記入

モニタリング
方法ガイドラ
インに記載さ
れている面
積の不確実
性のデフォ
ルト値を記
入

方法論に記
載されてい
る対象樹種
の拡大係数
を記入

モニタリング
方法ガイドラ
インに記載さ
れている拡
大係数の不
確実性のデ
フォルト値を
記入

方法論に記
載されてい
る対象樹種
のＲ率を記
入

モニタリング
方法ガイドラ
インに記載さ
れているＲ
率の不確実
性のデフォ
ルト値を記
入

方法論に記
載されてい
る対象樹種
の容積密度
を記入

モニタリング
方法ガイドラ
インに記載さ
れている容
積密度の不
確実性のデ
フォルト値を
記入

方法論に記
載されてい
る対象樹種
の炭素係数
を記入

モニタリング
方法ガイドラ
インに記載さ
れている炭
素係数の不
確実性のデ
フォルト値を
記入

各都道府県
において使
用される収
穫予想表か
ら適切なも
のを選定し
記入*数値
は2012年度

モニタリング
方法ガイドラ
インに記載さ
れている収
穫予想表の
不確実性の
デフォルト値
を記入

羽鳥-4 42林班 その他広葉樹 2.00 10% 1.26 10.5% 0.26 21.8% 0.624 8.8% 0.5 2.0% 0.8 30.0%

羽鳥-5 42林班 スギ 2.00 10% 1.23 1.1% 0.25 4.4% 0.314 2.5% 0.5 2.0% 12 22.2%

羽鳥-6 42林班 その他広葉樹 2.00 10% 1.26 10.5% 0.26 21.8% 0.624 8.8% 0.5 2.0% 0.8 30.0%

羽鳥-7 42林班 スギ 2.00 10% 1.23 1.1% 0.25 4.4% 0.314 2.5% 0.5 2.0% 12 22.2%

羽鳥-8 42林班 その他広葉樹 2.00 10% 1.26 10.5% 0.26 21.8% 0.624 8.8% 0.5 2.0% 0.8 30.0%

羽鳥-9 42林班 スギ 0.90 10% 1.23 1.1% 0.25 4.4% 0.314 2.5% 0.5 2.0% 12 22.2%

羽鳥-10 42林班 その他広葉樹 2.00 10% 1.26 10.5% 0.26 21.8% 0.624 8.8% 0.5 2.0% 0.8 30.0%

羽鳥-11 42林班 スギ 1.10 10% 1.23 1.1% 0.25 4.4% 0.314 2.5% 0.5 2.0% 12 22.2%

羽鳥-12 42林班 その他広葉樹 2.00 10% 1.26 10.5% 0.26 21.8% 0.624 8.8% 0.5 2.0% 0.8 30.0%

羽鳥-13 42林班 その他広葉樹 2.00 10% 1.26 10.5% 0.26 21.8% 0.624 8.8% 0.5 2.0% 0.8 30.0%

日影山-7 54林班 その他広葉樹 4.00 10% 1.26 10.5% 0.26 21.8% 0.624 8.8% 0.5 2.0% 2 30.0%

日影山-8 54林班 その他広葉樹 4.00 10% 1.26 10.5% 0.26 21.8% 0.624 8.8% 0.5 2.0% 1.8 30.0%

日影山-9 54林班 その他広葉樹 4.00 10% 1.26 10.5% 0.26 21.8% 0.624 8.8% 0.5 2.0% 1.8 30.0%

日影山-10 54林班 その他広葉樹 4.00 10% 1.26 10.5% 0.26 21.8% 0.624 8.8% 0.5 2.0% 1.8 30.0%

日影山-11 54林班 その他広葉樹 4.00 10% 1.26 10.5% 0.26 21.8% 0.624 8.8% 0.5 2.0% 1.8 30.0%

日影山-12 54林班 その他広葉樹 4.00 10% 1.26 10.5% 0.26 21.8% 0.624 8.8% 0.5 2.0% 1.8 30.0%

モニタリン
グ

樹種

Ⅵ. 不確実性の計算（各種パラメータ入力）

小班名
a. 面積 f. 収穫予想表b. 拡大係数 c. R率 d. 容積密度 e. 炭素係数
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全体の不確実性＝ 9.9%

地上部バイオマス 地下部バイオマス 合計
値（t-CO2/年） 値（t-CO2/年） 値（t-CO2/年）

モニタリングポイ
ントの番号
（間伐等の森林施
業を実施したサイ
トの通し番号）を
記入

モニタリングポイン
トの番号に対応す
る小班名を記入
（同一小班名は識
別可能な方法で記
述）

植栽され
ている樹
種名を記
入

Ⅵ-1不確実性（入力
シート）のパラメータ
から計算

＝a * b * d * e * f　*
44/12

Ⅵ-2不確実性（算定結果）
の地上部バイオマスにⅥ-1
不確実性（入力シート）のc
（R率）を乗じて計算

＝地上部バイオマス　*　c

地上部バイオマ
スと地下部バイオ
マスの合計

モニタリング方法
ガイドラインに記
載されている面積
の不確実性を記
入

モニタリング方法
ガイドラインに記載
されている係数の
不確実性を記入

次式により計算
=SQRT(活動量^2+
係数^2)

羽鳥-4 42林班 その他広葉樹 2.3 0.6 2.9 10.0% 39.6% 40.8%

羽鳥-5 42林班 スギ 17.0 4.2 21.2 10.0% 22.9% 25.0%

羽鳥-6 42林班 その他広葉樹 2.3 0.6 2.9 10.0% 39.6% 40.8%

羽鳥-7 42林班 スギ 17.0 4.2 21.2 10.0% 22.9% 25.0%

羽鳥-8 42林班 その他広葉樹 2.3 0.6 2.9 10.0% 39.6% 40.8%

羽鳥-9 42林班 スギ 7.6 1.9 9.6 10.0% 22.9% 25.0%

羽鳥-10 42林班 その他広葉樹 2.3 0.6 2.9 10.0% 39.6% 40.8%

羽鳥-11 42林班 スギ 9.3 2.3 11.7 10.0% 22.9% 25.0%

羽鳥-12 42林班 その他広葉樹 2.3 0.6 2.9 10.0% 39.6% 40.8%

羽鳥-13 42林班 その他広葉樹 2.3 0.6 2.9 10.0% 39.6% 40.8%

日影山-7 54林班 その他広葉樹 11.5 3.0 14.5 10.0% 39.6% 40.8%

日影山-8 54林班 その他広葉樹 10.4 2.7 13.1 10.0% 39.6% 40.8%

日影山-9 54林班 その他広葉樹 10.4 2.7 13.1 10.0% 39.6% 40.8%

日影山-10 54林班 その他広葉樹 10.4 2.7 13.1 10.0% 39.6% 40.8%

日影山-11 54林班 その他広葉樹 10.4 2.7 13.1 10.0% 39.6% 40.8%

日影山-12 54林班 その他広葉樹 10.4 2.7 13.1 10.0% 39.6% 40.8%

モニタリング
ポイントNo

Ⅵ. 不確実性の計算

小班名 樹種
CO2吸収量/年 不確実性

活動量 係数 吸収量全体
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Ⅶ. 備考

モニタリング項目等の説明で、追加説明が必要な場合は、以下に詳細を記述する。
説明にあたっては、証拠書類等の該当箇所が明確になるよう、対応ページ・箇所の明示を行うこと。
なお、説明に使用した資料は、名称及び添付資料番号を明記し、巻末の添付資料一覧に整理すること。
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